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Ⅰ．はじめに
　戦後の復興期から高度成長期にかけて，日本で
は著しい経済発展とともに水質汚濁や大気汚染な
どの環境悪化が大きな問題となり（黒田ほか：
1954，小林：1961，内村：1963，園田：1966 な
ど），四大公害訴訟などへの反省と対策から，様々
な法整備が進められ，水質に関しては，1970 年
の水質汚濁防止法以後，急激に改善されてきた．
　そうした中で，東京の水質汚濁に関しては，地
理学の分野でも継続して調査・研究が行われ，法
政大学でも卒論・修論などで繰り返し扱われ，そ
の結果も度々報告されてきた（三井：1972，三
井：1987 など）．
　それらを踏まえた上で，最近の東京都の諸機関
が発行している様々な資料をもとに，東京都の水
環境について整理し，「公共用水域水質測定結果」
と「身近な水環境の全国一斉調査」の水質結果を
比較し考察した上で，今後の課題について示す．
Ⅱ．東京の水環境の変遷
　河川環境はもちろん，地下水，東京湾，水辺空
間，洪水対策など，水環境は様々な面で著しく変
化しており，多様な観点からとらえる必要がある．
1．地下水について
⑴　地下水位変化
　著しかった地下水位の低下は，揚水規制によっ
てすでに昭和 40 年代から上昇に転じている（第
1 図）．しかし，東京には下町を中心に地下水
位低下期（昭和 30 年代～60 年代）に建設され
た地下構造物が多く，水位回復による浮き上が
りなど新たな問題が生じている．
⑵　地下水の水質
　東京都が都内地下水の水質概況を把握するた
め毎年地点を変えて調査している「概況調査」
では，次第に環境基準達成率が上がっており，
第 2 図　環境基準達成率の経年変化（概況調査）
（東京都環境局：2017）
第 1 図　主な観測井の地下水位変動
（江東区・墨田区・台東区：平成 28 年地盤沈下調査
報告書より）
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平成 28 年では 97％だったが，65 地点中 2 地点で
砒素・トリクロロエチレンで超過していた（第 2
図，東京都環境局：2017）．
　また，過去に地下水汚染が確認された地域を継
続的に監視するために行われている「継続監視調
査」でも，それぞれの項目で減少傾向にあるが，
平成 28 年度でも，82 地点中 39 地点で砒素など 8
項目での環境基準超過があり，テトラクロロエチ
レン，硝酸性窒素，亜硝酸性窒素の超過が大半を
占めている（第 3 図，東京都環境局：2017）．
　しかし，報告書を見る限りでは，「概況調査」
と「継続監視調査」の関係が不明瞭で，概況調査
で発見された「環境基準超過井戸」がその後どの
ように継続監視調査井戸に加えられてきたか等の
情報提示が必要である．超過地点数の推移だけで
なく , 超過井戸の追跡調査が最も重要であり，そ
うした資料の検証をしなければならない．
2．東京湾の水質変化
　東京湾の水質改善も注目されている．赤潮の発
生率ではそれほど変化がないものの，各水質では
明らかな改善傾向を示しており，最近では，各項
目で環境基準を達成しつつある．
　赤潮に関しては，発生回数・発生日数とも昭和
57 年が最大となっているが，さらに頻発したは
ずの 53 年以前の資料がないのが残念で , 平成 28
年は，回数・日数とも少なくなっている（特に発
生日数では最小）が，発生日数での平成 7・12・
24 年でのピーク，発生回数での平成 17 年のピー
クなどもあり，単純に改善されてきたとは言えな
い（第 4 図）. また，井戸と同じように , 発生数
だけでなく , どこで発生したか , それぞれの場所
での推移はどうかが重要である．
　COD 値では，かつて海域 C 類型環境基準値
（8.0 mg/ℓ）を超えていた運河の値も海域 B 類
型基準値（3.0 mg/ℓ）に迫る 5.0 mg/ℓ程度に下
がってきており，東京湾でも B 類型基準値を満
たす地点が次第に増えてきている（第 5 図）．
　栄養塩の指標である全リン・全窒素では，さら
第 3 図　環境基準達成率の経年変化（継続監視調査）
（東京都環境局：2017） 第 4 図　東京湾の水質変化（赤潮発生回数）
（東京都環境局・平成 28 年度水質測定結果の概要より）
第 5 図　東京湾の水質変化（COD）
（東京都環境局・平成28年度水質測定結果の概要より）
第 6 図　東京湾の水質変化（全窒素・全リン）
（東京都環境局・平成 28 年度水質測定結果の概要より）
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に明確な改善傾向があり，昭和末と比較して約
30 年間に，それぞれ 3 分の 2 程度の値となり，
最近では連続して環境基準値以下で安定している
（第 6 図）．
3．水辺環境の整備
　多くの水辺で親水化が進められてきており，特
に隅田川を中心とした地域では，複数のエリアに
分けての様々なプロジェクトが進行中である（第
7 図）．
4．中小河川整備
　洪水対策としては，沿岸域の堤防整備やスー
パー堤防整備も行われているが，中小河川の治水
対策が進んでいる．しかし，公表されている資料
が古く，この間も繰り返し都市型洪水の被害を受
けているはずで，整備と水害との関係についての
検証が不十分である（第 8 図）．
　特に，浸水予想区域図の整備も進められてい 
るが，図を作れば終わりではなく，作ってから 
の検証こそ重要である．やはり，この期間に対 
象地域が何度も都市型洪水の被害を受けている 
はずで，整備期間に 20 年近くかけていること 
自体に問題があり，浸水被害分布図などをもと 
にした検証結果を反映させる必要があるが，公 
表されている資料を見る限りでは，不十分であ 
る（第 9 図）．
Ⅲ．河川環境の変遷
　時代とともに河川は直線化され，暗渠化下水道
化されて水系は著しく減少してきた．地図に残る
水系を比較するとその変化の様子がよくわかる
（第 10 図 , 新井：1996 など）．
　1960 年代の河川の BOD と下水道普及範囲を重
ね合わせた図を見ると，下水道整備の遅れている
地域の河川で水質が悪く，その後の下水道整備で
次第に改善されてきたことがわかる（第 11 図）．
しかし，そこには大きなマジックがあり，暗渠化
第 7 図　水辺空間の創出イメージ
（東京都建設局：2017）
第 8 図　中小河川の整備状況
（中小河川における今後の整備のあり方検討委
員会：2012）
第 9 図　浸水予想区域図の整備状況
（東京都建設局：2017）
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されて河川が下水道化すると河川水質の調査基準
点ではなくなることになり，著しい環境基準の達
成率の上昇の解釈には，注意が必要である．
　東京でも区部では，平成に入る頃にはほぼ下水
道は整備されたが，多摩地域では整備が遅く，ま
だ未整備の地域も残っている（第 12 図）．さらに，
そうした地域に限って接続率が悪く，数字には表
れにくい潜在的な問題として残っている．
　一方，河川水質改善の象徴として，多摩川での
アユの遡上復活が注目されているので，東京都の
調査結果をもとに確認したところ，平成年代に
入って遡上数が多くなり，平成 24 年には推定遡
上数で 1,194 万尾となっており（一定の調査法に
より全体の遡上数を推定），平成 30 年でも今まで
で 2 番目に多い 994 万尾となっているが，平成
29 年度のように 200 万尾を割っている年もあり，
必ずしも遡上数は安定していない（第 13 図）．
  ただし，昭和年代と比較すれば，劇的な遡上の
復活であると言って良い調査結果ではあり，今後
の継続的な調査を期待したい．
Ⅳ．河川の公共水域の水質変化
　東京の河川水質の観測結果から見た変化でも著
しい改善傾向があり，初期の水質改善は主に水質
汚濁防止法による排水規制と考えられ，その後平
成 15（2003）年頃まであまり変化していなかっ
たが，さらに下水道整備が進んだことで，より一
層改善されたと考えられる．
　表示期間は異なるが，上流の一部が東京都では
第 10 図　東京の水域の変化（新井：1996）
第 11 図　河川の BOD と下水道普及（新井：1996）
（A：BOD ＜ 5 ppm，B：5 ≦ BOD ＜ 10 ppm，
 C：10 ≦ BOD ＜ 20 ppm，D：20 ppm ≦ BOD）
第 12 図　下水道整備の経年変化
（東京都下水道局：2017）
第 13 図　多摩川におけるアユの推定遡上数の推移
（東京都産業労働局：2018）
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あるが，流域の多くは下水道整備率の低い埼玉県
の新河岸川流域の同様の水質変化と比較すると違
いがよくわかる．平成元年では，東京都の河川で
ほとんどが BOD10 以下であるのに対し，新河岸
川では 10 以上がほとんどで 20 を超える河川もあ
る．一方，平成 15 年以降では，いずれもほとん
どの河川で BOD5 以下となり同様の傾向を示す
が，新河岸川には 10 前後の値を示す流域も存在
している（第 14・15 図）．
　東京都の河川全体の変化を検討するため，「公
共水域の水環境調査」結果から東京都の河川水質
を抜き出し整理して見たところ，BOD8 以上の地
点が急激に減少し，2 以下の地点数が増えている
ことがわかる（第 16 図）．しかし，1986 年以前
では地点数が少なかったこと，2009 年以降はデー
タベースの仕組みが変わったことなどから，厳密
な数値の検証には注意を要する．また，微妙に総
地点数が変化していることで，前述のように調査
地点の変化による数字のマジックがないかどうか
の検証も必要である．
　年代毎に分布図を作成し比較すると，さらに空
間的な変化が明瞭となる（第 17～19 図）．1971
第 14 図　東京の主な河川の BOD 経年変化
（東京都環境局・平成 28 年度水質測定結果の概要より）
第 15 図　新河岸川流域の BOD 経年変化
（国立環境研究所のデータベースより作成）
第 16 図　BOD 日平均 75％値の階級区分の変化
（国立環境研究所・環境省水環境情報より作成）
第 17 図　BOD75％値（1971 年）
第 18 図　BOD75％値（1996 年）
第 19 図　BOD75％値（2016 年）
（国立環境研究所 DB より作成）
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年は，東京都全域で BOD6 以上の地点がほとん
どであるが，1996 年にはほとんどの地点で改善
傾向にある．しかし，新たに増えた観測地点の中
には，河川上流域でも BOD8 以上の地点が存在
するなど，新たな汚濁地域が表現されている．
2016 年では，ほとんどの地点で BOD4 以下となっ
ており，1996 年に値の高かった地点だけで比較
しても，ほぼ，周辺地点と同様の水質を示してお
り，顕著な変化が見て取れる．
Ⅴ．身近な水環境の全国一斉調査から
　しかしながら，一般市民の感覚からすると，ま
だ汚濁の激しい河川は都内にも存在し，これらの
数値が東京の河川の水質を正確に示しているとは
言いがたい．そこで，これまで個別に行われてき
た市民による水質調査をとりまとめるために
2004 年から始まった「身近な水環境の全国一斉
調査」の結果についても解析してみると，別の傾
向が現れた．
　この調査では，全国では 2008 年が 6,241 と最
も地点数が多かった（2004～2017 年，2018 年は
6,920）が，東京都では 711 地点の 2010 年が最大
値で，例年全国の 1 割以上を占めてきた．調査日
の降雨の影響などで地点数や水質階級区分は微妙
に変化するものの，水質にそれほど大きな変化は
ない（第 20・21 図）．
　公共水域の水質調査結果とは大きく分布が異な
り，約半数で COD が 4 mg/ℓを示し，約 3 割の
地点が 6 mg/ℓとなっている．また，15 回の調
査で，特に水質改善がみられたという傾向は示さ
れておらず，同様のバランスが継続している．
　また，東京の約 600 地点前後に関しても同様の
ことがいえ，年によるある程度のバラツキはある
ものの，水質には大きな変化がない．
　分布図で確認しても，2010 年の段階で多摩川
源流域を除く多くの地点で COD6 以上を示し，8
以上の地点も広く分布している．公共水域の水質
調査結果と比較すると，1971 年の段階とほとん
ど変わらない（BOD と COD の違いを加味して
第 20 図　COD 階級区分の変化（全国）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
第 21 図　COD 階級区分の変化（東京都）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
第 22 図　COD の分布（2010 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
第 23 図　COD の分布（2016 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
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も）ほどで，調査地点数が多いことと，市民が気
になる身近な河川を調査していることで，汚濁河
川が浮き彫りになっているといえる（第22・23図）．
　個人的な調査では，同一地点の継続調査が困難
ではあるが，市民団体によっては，調査地点の継
続性を担保する努力をしており，その継続調査結
果を検証し評価する機会を作り，より重要な地点
を選定していく必要がある．特に，高齢化が進み，
市民団体の継続性自体が危うくなっている現状で
は，一斉調査の実行委員会や事務局からのサポー
トがなければ，この意義ある調査を維持し継続し
ていくことが困難となってくる．
　筆者らは，2018 年からは事務局の，2019 年か
らは実行委員会の一員として努力してきたが，壮
年層以下の様々な年代の協力者が必要であると強
く感じている次第である．
第 24 図　全国一斉調査での COD 分布（2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
第 25 図　法政大学調査地点の COD 分布（2018）
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第 26 図　都道府県別調査地点数（2016～2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果（2016～2018 年）から作成）
第 27 図　COD の分布（2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果より作成）
Ⅵ．2018 年の全国一斉調査と東京都の水質
　速報ながら，2018 年度の一斉調査の集計結果
を示すと以下のような分布となる（第24・25図）．
　東北地方，道南などの北海道の一部，山陰地方
等に欠落はあるが，ほぼ全国まんべんなく調査が
行われており，隠岐諸島・長崎諸島・八重山諸島
などの離島にも調査地点が分布している（第 24
図）が，事務局となった法政大学で，都道府県別
の地点数のバラツキを解消すべく全国 2,000 を超
える地点で調査を行った結果（第 25・26 図）で
あり，2018 年度の調査としては大きな意義があっ
たが，継続性という点では問題が残る．
　東京都の地点だけを抜き出して分布図を作成す
ると，2016 年度とほぼ同じ傾向が示された（第
27 図）．依然として COD 6 mg/ℓ以上の地点が
区部から多摩地域東部にかけて分布し，8 以上の
地点も多い．
　さらに，東京都の中でも，法政大学が実施した
地点と新河岸川連絡会の東京の調査地点に関して
主要溶存成分の分析を行った結果の一部を第 28，
29 図に示す．未だに硝酸が検出される地点が多
く，新河岸川・野川だけでなく玉川上水・野火止
用水などで目立つ．空堀川の異常値は，東京都全
体の中でも異質である．
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第 28 図　東京都の水質分布（2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果と法政大学による水質分析結果から作成）
第 29 図　東京都の水質組成（2018 年）
（身近な水環境の全国一斉調査結果と法政大学による水質分析結果から作成）
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Ⅵ．おわりに
　残念ながら，1971 年以前の水質については，
公的な資料がほとんど入手できないため，古い文
献に頼らざるを得ないが，すでに 1950 年代から
様々な地域での水質汚濁が報告されている（黒田
ほか：1954，小林：1961，内村：1963，園田：
1966，三井：1972，三井：1987 など）．それ以前
の水質についても谷口（1995）などで検討されて
いる方法など，水質環境復元の余地はあり，地道
に情報整理を続ければ，さらに長い期間の水環境
変化の考察も可能となるであろう．　
　しかし，いずれにしても，今後に向けての対策
としては，公的調査だけに頼らず，産官学民で連
携して調査を継続していくことが重要である．
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